
















































部分を貼 り付けて、作 り上げていったと考えられる。なお、頭

部・腕部・脚部はすべて欠損しお り、周辺からも出土していな

い。同じ土層からは縄文時代後期・弥生時代中期の上器が混在

しており、正確な時期は不明であるが、周辺で出土した土器や

土偶の形態から縄文時代後期後葉 (元住吉山 I～ Ⅱ式)の もの

と考えられる。なお、類似土偶を参考に復元したところ、推定

高は20cm前後と考えられる。

残存部の形状から、東海地方を中心に分布する「今朝平タイ

プ」の上偶であると考えられる。「今朝平タイプ」の上偶とは、

縄文時代後期中葉～後葉の顔のない伸身像土偶で、正面には乳

房状の突起をもち、背面には大きな凹みと文様を施す。また、

腕部は逆U字形に作 り出されるものである。典型例は三重県天

白遺跡などで出土している。兵庫県内では兵庫県佃遺跡から出

土した。この土偶の文様構成はほぼ同様のものと考えられるが、

背面の欅状の文様が、生田土偶では刺突を伴う沈線を2条施す

のに対し、佃土偶は2本の沈線の間を二枚貝腹縁による刻みに

よって充填しており、細部において異なる点が見られる。又、

佃土偶は生田土偶と比較すると、やや大型で、報告書の推定高

も27cm前後と考えられている。 日g.45 1 BL出 土土偶 (上 :正面・下 :背面 )

石器も多数出上しており、石鏃だけでも200点 を越える。いずれも凹式のものであるが、細部において異な

る点が見られ、5～ 6種類に分類が可能であると考えられる。使用されている石材はサヌカイ トで、肉眼で

の観察であるが、おそらく金山産のものが主体を占めているものと考えられる。製品とともに、大小の剥片

や石核 と考えられる大型のサヌカイ トも出土しており、生田遺跡で石器生産が行なわれていた可能性が高い。

その他楔形石器・石匙・石錐・削器・叩石・凹石 。石皿・打ち欠き石錘、磨石などが出土した。

日9.46 片岩製タタキ石 Fig,47  凹石
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日g.48 石錘



第 3章 まとめ

生田遺跡は、これまで見てきたように、縄文時代から中世にかけての一大複合集落といえる様相を持っている。

平安時代から中世

平安時代と考えられる建物や井戸が検出されており、屋敷地の一角を確認したと考えられる。このことか

らこの時期の中心は調査地北側付近にあったものと考えられる。

また、1・ 4 BLの耕作土・包含層などから輔羽口の破片が出土した。平成18年 3月 に、近隣で行なった発掘調

査においても、同様の遺物が比較的まとまって出上しており、周辺で鋳造関連の遺構が存在した可能性が高い。

古墳時代

古墳時代は、後期の掘立柱建物が12棟、竪穴住居 2棟、柵列 2条他多数の溝・土坑・ピットが検出された。北建

物群は、掘形直径・1辺が50cmを 超えるものである。総柱建物で、逆L字型に整然と配置され、倉庫群のような様

相を見せる。一方、南建物群は、建物が逆凹字型に配置され、これら建物に囲まれた場所には、ほとんど遺構が検

出されておらず、広場状を呈する。また、建物は北側と異なり、柱穴も50cmを 下回り、総柱建物は少なく、側柱だけ

のものが多い。北側を倉庫とするならば、南側は居住用の建物と推定される。いずれの建物群もL字またはコ字形

の建物配置になっており、建築する際に何らかの規格に基づいて作られたものと考えられる。このような規格性を

持った建物配置は、古墳時代の豪族居館や古代の官衡関連遺跡との共通性を見出せる。

弥生時代

弥生時代は円形竪穴住居と方形周溝墓などが検出された。時期的にはやや住居跡が古く中期中葉で、方形周

溝墓が中期後葉に属するものと考えられる。住居と墓が近接していることもあり、同時並存はしていなかったものと

推測される。方形周溝墓から出土した土器は、他地域の影響と思われる要素を持つ。墓に供献するに際して、非

在地系とも言うべき土器が選択されたものと考えられる。また、体部に被熱痕跡がみられるものがあり、祭祀の際に

火を使用したものと考えられる。方形周溝墓が検出されている遺跡は雲井遺跡、楠・荒田町遺跡などがある。

縄文時代

縄文時代は、中期 (船元式)～後期末 (宮滝式)ま での遺物が出上した。

その数282入 リコンテナにして50箱 を越える。2 BLは 一乗寺K式～宮滝式、

5 BLは 元住吉山Ⅱ式を主体としている。これらの縄文土器は、縄文時代後

期の編年研究上重要な資料といえる。また、焼成前穿孔がなされた浅鉢形

土器が数点出上した。佃遺跡では水銀朱など赤色顔料の精製を行なった可

能性を指摘されているが、赤色顔料の付着は肉眼観察上では見られなかっ

たため、本遺跡の資料では断定は難しい。

また、特殊な遺物 としては、土偶 。ヒスイ製小玉が挙げられる。特に土

偶は、先述の通 り東海地方に分布の中心を持つ「今朝平タイプ」と呼ばれ

る後期土偶の典型的な形態である。このような土偶は兵庫県下では淡路島

の佃遺跡で出土しているのみである。兵庫県内でも縄文時代後期の遺跡が

確認されているが、土偶が出上した遺跡はまれであり、このことからも、生

田遺跡が当時の中心的集落であったことを示 している。

日gi 49 縄文土器 (船元式 )

なお、現在整理途中の段階にあり、検出遺構については主要な遺構のみ記載した。今後遺物・遺構の検証

を進め、詳細が判明すると考えられる。別の機会に改めて報告したい。

―-28-一



Rg.50 現地説明会風景

抄  録
ふ り が な いくたいせきだい4じはつくつちようさがいよう

書 名 生田遺跡第 4次発掘調査概要

副  書  名 中山手地区再開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書

巻 次

シ リー ズ 名

シリーズ香号

編 集 著 者 名 中谷正

編 者 機 関 神戸市教育委員会

所  在  地 〒650-8570 兵庫県神戸市中央区加納町 6丁 目5呑 1号

発  行  年 西暦2006年 9月 30日

所 収 遺 跡 名 所在地

コ ー ド

北緯 東経 調査期間
調査

面積

(∬ )

調査原因
市町村 遺跡番号

いく  た  い せき

生 田 遺 跡 カ
ロ

洵
目

し
市
　
　
挽
丁

義
丁

二
戸
　
　
３
３

３
３

”帥
ネ区
『範
鉤鞠

だ
庫

狩
央

韓
山

韓
山

嫌
兵

柳
中

妙
中

恥
下

28103 03‐37

34度

41分

37秒

135燿蓋

11ケ)

26ん少

20051226

1

20060331

4,515

(廷9,215)

中山手地区

再開発事業

所 収 遺 跡 名 れ重    房U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

生 田 遺 跡 集落跡 縄文時代中期
～近代

近代 :中華同文学
校レンガ基礎
中世 :大溝・土坑・

井戸 。柵列・井戸
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臼玉)。 土玉・土偶

縄文時代後期中
葉か ら後葉の大
量の土器・ヒス

イ製小玉・縄文
時代後期の精製
土偶 (今朝平 タ
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表 紙 :南から3 BL・ 六甲山系を望む

裏表紙 :2 BL SX2201縄支土器出土状況と縄文土器
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